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2Ea－2 モデル実験による集団内における服装の場違い感
○内田直子　小林茂雄　長倉康彦

(共立女大)

被　　服

《目的》入間集団の中において、着用している服装が場の雰囲気に相応しい、あるいは相
応しくないと感ずることがある。これは、どのような集団状況の時に起きるものであるの
かを、人形を用い、服装比によるモデル実験から検討した。本研究は自分自身が集団の中
で感じる「場違い感」という視点に立ち、また空間構成要因の影響を取り除くため無背景

の場として行った。

《方法》実験試料として26cmの人形36体と衣服を6種用意し、その衣服の中から2種ずつ組

合せて着装させた。それらを縦横1.8mのグレー板の上にランダムに配置し、スライド撮影

を行った。この試料の内、服装組合せ7組、各組服装比35:1から1:35までの中から18パター
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-W--　　-㎜ ㎜㎜㎜㎜㎜いて評価するため計252回スライドを提示した。評価尺

にある」「ややある」「かなりある」「非常にある」の

●/｀-1゛’「Zf･W　Sf｀･゜“ミ　　ー　　Ｆ　ｙ　　－５段階である。なお、被験者は女子大学生59名であり、実験は1997年7月に行った。
　《結果》2種の組合せが「Ｇパンと着物」「Ｇパンとスカート」などのように、相手方が異
なると、同じ「Gパン」でも場違い感の評価値に差がみられる。また服装2種の人数比が同

数であっても、その評価値は同じになるとは限らず、特に「着物」はいずれの組合せにお
いても場違い度は相対的に低く、例えば「Gパンと着物」の場合、「Ｇパン18 :着物18」で
の「着物」の場違い度と、「Ｇパン22:着物14」での「Ｇパン」の場違い度が同じ評価値で
あった。集団の場において感じる服装の場違い感は、周囲の状況によって変化する、すな

わち相対的なものであることが示唆された。

2Ea－3 ストライプ柄のイメージ（第３報）

○伊藤きよ子゛　日下部信幸¨
（゛東海学園女短大　¨愛知教育大）

　目的　ストライプ柄のワンピースを作製し、ストライプの幅や傾斜角度、形を変化させ
たときのイメージの差について検討した。また、第２報1）で報告した平面的試料のイメー

ジと、今回の立体的試料のイメージに差異がみられるか検討した。
　方法　①ストライプは黒と白の２色配色とし、ストライプ幅を5、10、20、40mmの４段

階に設定した。②たてストライプを傾斜角度Ｏ度として、30、45、60、90度（よこストラ

イプ）の５段階の傾斜角度を設定し、計20種類のワンピースを作製し試料とした。各試料

のイメージをたてストライプはS D法により求め、その他はたてストライプの試料を比較
試料として、それとの比較により求めた。評価は18の対語による５段階評価とした。③傾

斜角度30、45、60度の山形および谷形のストライプ柄のワンピースを計24種類作製し、同
一の傾斜角度をもつ②の試料を比較試料としてイメージを測定した。④結果は分散分析法

等を用いて分析し、平面的試料のイメージとの差についても検討した。
　結果　CD40≫≪幅のたてストライプは、「活動的な、強い、はっきりした、大胆な、個性
的な、派手な」などのイメージが強く、5≪≪幅は、その逆のイメージと評価された。②ス
トライプを傾斜させると、どの幅においても、たてストライプより「肩幅が広く、下半身

が太く、胸が大きく」みえると評価された。③山形および谷形ストライプは、比較試料よ
り「個性的な、立体的な、活動的な、着てみたくない」と評価された。④平面的試料のイ

メージとの有意差は「丈が長くみえる」「快い」の用語において多く認められた。

1）伊藤、日下部：日本家政学会第49回大会研究発表要旨集、p.207（1997）
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